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手根管症候群について
手や指のしびれの

原因は、大きく分け
ると中枢神経（脳と
脊髄）と、末梢神経
によるものがありま
す。末梢神経が圧迫
される病気として
⽛手根管（しゅこん
かん）症候群⽜があります。
手根管は手のひらの付け根部分にあり、

手のひら側の靭帯と手の甲側の骨で囲まれ
たトンネルです。このトンネルの中に正中
神経と指を曲げるための腱が通っていま
す。腱の周囲に炎症が起こると、手根管内
が狭くなり正中神経が圧迫されしびれなど
の症状が生じます。これの状態を手根管症
候群といいます。
原因は不明なことが多いですが、
⑴ 妊娠・出産期の女性
⑵ 骨折などのケガ
⑶ 仕事や家事、スポーツで使いすぎて

いる
⑷ 透析をしている
上記のような人に起こりやすいと言われ

ています。

主な症状としては、親指から薬指の親指
側までの４本の指のしびれや痛みです。進
行するとしびれは一日中続き、親指の力が
弱くなり、ものをつまんだりしにくくなる
障害が出てきます。
初期の症状に対しては内服薬、運動や仕

事の軽減、装具で手首を安静にするなどの
保存的治療を行います。手根管内注射を行
うこともあります。症状が良くならない場
合や、手のひらの筋肉がやせてきている場
合には症状が進行していると判断し、積極
的に手根管を広げる手術を勧めます。
手のしびれは手根管症候群のほか、糖尿

病による神経障害や脳卒中によるもの、そ
れらが重なり合っていることがあります。
手のしびれが気になる際は当院までお早め
にご相談ください。


